
P142-P013 会場: ポスター会場 時間: 5月 17日

火星複合探査計画MELOSの着陸機システム検討
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火星複合探査計画MELOSでは、日本初の火星着陸機による斬新な探査を目指す。着陸機による単独の探査に加え、同
時に打ち上げる周回機と連携した探査を行うことにより、火星の古環境の復元や現在に至る大気散逸過程の理解を深め
る。火星着陸機システムの検討の現状を報告する。

MELOSでは、火星大気中の組成や同位体比の時間変動の探査（ガス質量分析）、火星内部構造の推定と熱史や物質循
環の理解（地震、電磁気MT、熱、VLBI）、火山活動の継続時間を調べる年代測定（K-Ar 法：元素分析と質量分析）、表
層物質や地質の精査（分光撮像、元素・鉱物分析）による表層進化過程、および気象や表層・大気現象の地上からのモニ
タ観測などを実施する。
本報告では、これらを実現するための着陸機システムの検討を行う。現在は１機～３機案が出されており、相互比較

を進めている。着陸目標地点の選択を拡げ、かつピンポイントに降下するために、着陸機は惑星間航行軌道からのダイ
レクトではなく、周回機とともに一旦火星周回軌道に投入されてから分離され、着陸する。空力的に減速し、最終的に
は自己位置同定とともに航法誘導制御を行って目標地点付近に着陸する。
着陸後は前述の科学探査を行うが、土壌分析など比較的短期間で終わるものと、大気の季節変動や内部構造探査のよ

うな最低１火星年以上必要なものがある。着陸後の長期観測運用に耐える電源系や熱設計の初期検討、および、データ
レート内で有効な観測を実現するための観測計画に合わせて通信システム検討を進めている。また、地震計や磁力計、気
象関連観測機器の設置方法、土壌分析用試料の採取方法などの具体化を進めつつある。


